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米
国
の
農
業
や
食
品
産
業
で
は
、
近
年
「
静
か

な
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
急
激
な
構
造
変
化

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
「
革
命
」

の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
養
豚
産
業
に
焦
点
を
当

て
、
そ
の
実
態
解
明
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
う
し

た
過
程
で
設
立
が
進
ん
で
い
る
「
新
世
代
農
協
」

の
現
状
と
可
能
性
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

本
書
は
、
二
部
一
〇
章
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。ま
ず
序
章
で
は
、本
書
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
「
垂
直
的
調
整
」
や
、

農
協
を
め
ぐ
る
論
点
が
批
判
的
に
検
討

さ
れ
て
い
る
。
垂
直
的
調
整
と
は
、
契

約
関
係
を
通
じ
て
生
産
・
流
通
の
各
主
体
を
結
合

す
る
「
継
続
取
引
」
を
指
す
概
念
で
あ
る
が
、
生

産
・
加
工
面
で
の
技
術
革
新
や
健
康
志
向
の
消
費

者
ニ
ー
ズ
を
背
景
に
、
こ
の
垂
直
的
調
整
が
近
年

急
速
に
浸
透
し
、
各
段
階
毎
の
相
互
依
存
が
深
ま

る
と
い
う
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。そ
の
際
、

問
題
と
な
る
の
が
、
契
約
関
係
の
浸
透
に
伴
う
生

産
者
の
独
立
性
へ
の
影
響
で
あ
る
。
取
引
費
用
論

に
基
づ
く
従
来
の
研
究
で
は
、
契
約
に
よ
っ
て
取

引
主
体
間
の
関
係
が
次
第
に「
対
立
か
ら
調
整
へ
」

向
か
う
と
処
理
さ
れ
て
き
た
が
、
著
者
は
、
こ
う

し
た
見
解
が
「
調
整
」
の
主
体
や
参
加
者
の
具
体

的
分
析
を
欠
い
た
も
の
だ
と
批
判
す
る
。そ
し
て
、

①
調
整
主
体
で
あ
る
パ
ッ
カ
ー
の
事
業
戦
略
分
析

と
、
②
調
整
参
加
者
で
あ
る
生
産
者
側
か
ら
み
た

契
約
関
係
の
構
造
分
析
、
と
い
う
二
つ
の
分
析
視

角
を
設
定
し
て
、
パ
ッ
カ
ー
主
導
の
垂
直
的
調
整

の
実
像
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い

て
は
、
契
約
に
不
満
足
な
生
産
者
が
農
協
を
新
設

し
て
独
自
の
垂
直
的
調
整
を
試
み
て
い
る
点
に
も

注
目
し
、
現
行
の
垂
直
的
調
整
の
評
価
基
準
に
加

え
て
い
る
。

　

以
上
の
分
析
枠
組
み
を
基
に
、
本
論
で
は
二
つ

の
課
題
に
つ
い
て
実
証
作
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
の
テ
ー
マ
は
、
パ
ッ
カ
ー
主
導
の
垂
直
的

調
整
に
つ
い
て
で
あ
り
、
先
端
技
術
導
入
に
伴
う

生
産
構
造
変
化
（
第
一
章
）
や
、
寡
占
化
へ
と
向

か
う
パ
ッ
カ
ー
の
事
業
戦
略
（
第
二
章
）
を
検
討

し
た
後
、契
約
生
産
（
第
三
章
）
や
販
売
契
約
（
第

四
章
）
の
構
造
・
問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
Ⅱ
部
で
は
、
新
世
代
農
協
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
、そ
の
特
色
・
背
景
を
概
観
し
た
後
（
第
五
章
）、

牛
肉
産
業
の
事
例
（
第
六
章
）
と
養
豚
産
業
で
の

既
存
農
協
の
変
化
（
第
七
章
）、
さ
ら
に
は
地
域

レ
ベ
ル
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
展
開
の
可
能
性
（
第

八
章
）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
意
義
は
、
米
国
養
豚
産
業
の
急
激
な
構

造
変
化
を
、
豊
富
な
統
計
資
料
と
綿
密
な
現
地
調

査
に
よ
っ
て
包
括
的
に
描
き
出
し
た
点
が
、
ま
ず

挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
、
実
際
の
契
約
文
書
を
基

に
パ
ッ
カ
ー
主
導
の
調
整
内
容
を
検
討
し
た
箇
所

は
、
畜
産
公
害
や
パ
ッ
カ
ー
規
制
の
検
討
と
あ
わ

せ
て
、
従
来
の
取
引
費
用
論
の
静
態
的
分
析
を
乗

り
越
え
る
豊
富
な
論
点
を
提
供
し
て
く
れ
て
い

る
。

　

も
う
一
つ
は
、
パ
ッ
カ
ー
主
導
の
垂
直
的
調
整

に
対
す
る
生
産
者
側
の
対
抗
策
と
し
て
、
新
世
代

農
協
に
着
目
し
た
点
で
あ
る
。
本
書
は
、
新
世
代

農
協
の
最
新
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た

先
駆
的
研
究
と
な
っ
て
い
る
が
、
特

に
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
レ
ン
ヴ
ィ
ル
郡
の

穀
物
・
飼
料
・
畜
産
事
業
の
ケ
ー
ス
（
第

八
章
）
で
は
、
新
世
代
農
協
が
点
か

ら
面
へ
と
連
鎖
的
に
波
及
す
る
可
能

性
を
示
唆
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
地
域
発
展
の

主
体
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
今
後
の
新
世
代

農
協
の
帰
趨
が
注
目
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
米
国
か
ら
の
豚
肉
輸
入
は
こ
の
十

年
間
で
急
増
し
て
お
り
、
日
本
の
消
費
者
に
と
っ

て
も
米
国
産
豚
肉
と
の
結
び
つ
き
は
一
層
深
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
、
食
肉
産
業
を

は
じ
め
と
す
る
米
国
農
業
・
農
協
の
最
新
動
向
を

知
る
上
で
格
好
の
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
の

農
業
・
食
料
研
究
者
に
も
一
読
を
勧
め
た
い
書
と

な
っ
て
い
る
。
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